[bookmark: _heading=h.gjdgxs]iDEA→NEXT2023エントリーシート
締切：2023年5月26日 (金) 10時必着
送付先：ysn_office@tochigi-ysn.net
記入日　2023年　　月　　日

	代表者氏名（フリガナ）
	
	性別
	男・女・その他

	生年月日
	西暦　　　年　　月　　日
	職業・ご所属
	

	応募者区分
	団体 ・ 個人
	
	

	団体名（個人は不要）
	

	他メンバー（個人は不要）
	記入例：ユース太郎／ユース花子／（記入しきれなければ）他●名

	住　所（代表）
	〒　　　　－　　　　

	携帯電話
	
	Eメール（パソコン）
	

	※日中に連絡が可能な連絡先を記載して下さい。

	応募者プロフィール（趣味・特技・経歴など）
	団体プロフィール（団体の目的、普段の活動など）

	
	

	発表アイデア
	□課題解決アイデア
□地域活性化アイデア

	iDEA→NEXTをどこで知りましたか。
	□当団体HP
□当団体Facebook
□当団体Twitter
□当団体Instagram
□新聞・メディア（メディア名：　　　　）　
□知人・友人からの紹介　□イベント（イベント名：　　　　　　　　）　
□チラシ（置いてあった場所：　　　　　　　　　）
□その他（　　　　　　　　　　）









１：アイデアタイトル
	



２：取り組みたい活動
	



３：活動を実施する背景及び目的
	



４：活動に取り組みたい理由や取り組みたいと思ったきっかけ
	



５：iDEA→NEXTに期待すること、iDEA→NEXTで受けたい支援、応募動機
	





（記入例）
１：アイデアタイトル
	子どもたちがヤギと一緒に遊べるヤギ山の自然を取り戻したい



２：取り組みたい活動
	かつて子供たちがヤギと一緒に遊んでいたヤギ山の自然を取り戻すため、ヤギ山の生態調査や、ゴミの除去活動（ゴミ除去ボランティア活動、ゴミ不法投棄を減らすための看板設置活動）、ヤギ山の自然を守る気持ちを後世に育んでいくための環境保護セミナーを実施する。また、一人の力で活動を行うことは難しいと考えられるため、まずは友達を誘い活動を行うが、仲間を募りながら活動していきたい。



３：活動を実施する背景及び目的
	新しい道路の開発やゴミの不法投棄が原因で、ヤギが住める土地は年々約20％ずつ減り、ヤギの餌となる牧草は昨年から約30％も減っている。そのことにより、ヤギが食糧を求めて人里に降り、農作物が荒らされる被害や、住む場所を追いやられたことによる生態系の崩壊などの問題が生じている。ヤギ山を整備することで、これらの問題を解決しながら、豊かな自然を取り戻し、子どもたちとヤギが遊ぶ風景を取り戻すために活動していきたい。



４：活動に取り組みたい理由や取り組みたいと思ったきっかけ、iDEA→NEXTへの応募動機
	保育士として働きながら、子どもたちが自然遊びを経験できる場所を増やしたいと考えるようになり、ヤギ山でヤギたちと遊んだ子供時代を思い出しました。ふと気になりヤギ山について調べてみたところ、ヤギ山の環境破壊の問題を知りました。ヤギ山は私の価値観形成に大きな影響を与えた存在であり、そのヤギ山の自然がヒトの手によって壊されていることに悲しさを感じました。しかし、自然破壊の問題を解消することができれば、同時に子どもの自然体験の機会を増やすことができるのではないかと考えました。このプログラムでのチャレンジを経て、かつて豊かだった自然を取り戻し、再び子供たちがヤギと遊ぶことのできるヤギ山を取り戻していきたいです。



５：iDEA→NEXTに期待すること、iDEA→NEXTで受けたい支援、応募動機
	ヤギ山の環境整備活動を行いたいと考えていますが、3点不安があります。1点目は、活動の始め方が分からないという点です。まず何から始めたら良いのかわからず、これまで動けていませんでした。プログラムに参加し、どの順番で活動を進めていけばよいのか組み立てて活動していきたいです。2点目は、予定している活動が自然保護に繋がるかという点です。実施予定の活動が自然環境にとって良い活動なのか吟味する必要があると考えております。しかし、自然・環境分野の知識が薄いため、専門家の方からのご助言をいただき活動を始めたいです。3点目は続けられるか分からないという点です。そもそも一人でチャレンジをするのが不安というのもありますが、続けていくことができるのか不安があります。可能ならば、一緒に活動を進める仲間集めに協力いただいたり、活動を持続させるためのコツを伝授いただきながら活動を進められたらと考えております。
それらの不安を解消することができるかもしれないと思い、エントリーさせていただきました。
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